
(様式7)
平成26年2月18日

学位論文審査の要旨

森 蔭 由 喜氏 名第330号受 理 番 号

福井和徳

主 査

島村和宏

副 査

原田 卓 哉

高田 訓

審査委員氏名

論 文 題 名

ラット切歯歯根に達するインプラン ト埋入が
切歯萌出および顎骨形態に及ぼす影響

論 文審査 の要 旨(1,500字 以内)

根未完 成歯が残 存す る症 例や成長発 育中の顎骨 に対 してイ ンプ ラン トを用 いるた

めに は,イ ンプ ラ ン トと根 未完成 歯 との干 渉 に伴 う生体 へ の影響 を把握 す る必要が

あ る。 そ こで本研 究 は,切 歯歯根 に達す るイ ンプ ラ ン ト埋入 が切歯萌 出お よび顎骨

形 態に及 ぼす影 響 を検索す る ことを 目的に ラ ッ トを用いて実験 を行 った。

実験 動物 には生後12週 のWistar系 ラッ トを用い,実 験側 は下顎骨 下縁 か ら切歯歯

根 まで到 達す る よ うパイ ロ ッ トバー(ACE　 SURGICAL　 SUPPLY社)を 用 いて下

顎 下縁 に垂直 に直径0.45mm,長 さ3mmの ドリリン グ(6000rpm/sec)を 行 った。

そ の後,同 部 に直径0.7mm,長 さ3mmの チ タ ン製bone　 tackイ ンプ ラ ン ト(ACE

SURGICAL　 SUPPLY社)を 埋入 した。反 対側は未処置 対照側 とし,イ ンプ ラン ト

埋 入翌 日よ り14日 間 は経 日的 に両側切歯 の萌 出量 を測定 した。 また,イ ンプ ラン ト

埋入 後2週,8週,16週 に ラッ ト下顎骨 を摘 出 し,SOFT　 X-RAY(SOFRON社 製

TYPE　 SRO-M40,管 電圧40Kv,管 電流2.OmA,照 射 時間10sec,
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焦 点距 離450mm)で 左 右 の下顎 骨 を撮 影 した。 さ らにCBCT(モ リタ製 作 所製

3DX MULTI-IMAGE MICRO CT FPD,管 電圧60Kv,管 電 流2.OmA,ス ライ ス

幅1.Omm)の 撮影 も行 い,CT像 につ いてはi-View(モ リタ社製)を 用い て画像解

析 した。 これ らの画像 デー タ を もとに下顎 骨 の前後長 お よび垂 直 的高 さ,切 歯 歯

根 の頬 舌 的幅径 を計測 し,実 験 側 と対照側 とを比較検討 した。 なお 、統計 処理 に

はWilcoxon-t-testを 用 いた。

そ の結果,1)対 照側 の切歯 は1日 約0.5mmず つ萌 出 したの に対 し,実 験側 の

切歯 はイ ンプ ラン ト埋入後14日 目まで ほ とん ど萌 出せ ず,5目 目か ら14日 目まで

対照側 との間 に有 意差 が認 め られ た。2)下 顎骨 の前後長 は短 くな り,垂 直的 高

さは増加 す る傾 向 がみ られ た。 特 にイ ンプ ラン ト埋入 後16週 にお け る下顎骨 中央

部 の垂 直的高 さは対照側 に比べ 約1.5mm増 加 し,有 意差 が認 め られ た。3)実 験

側 の切 歯歯根 根 尖部 にお ける頬 舌的幅径 は増加 す る傾 向がみ られ,対 照側 との間

に有意 差が認 め られ た。

本実 験 では,切 歯歯根 に達す るよ うにイ ンプ ラン トを埋 入 した実験 側 の切 歯萌

出量 は対 照側 に比 べ有意 に少 なか った。 一方 で実 験側切歯 の頬 舌的 歯根幅径 が広

が り,下 顎 骨 中央 部 の垂 直的高 さは対 照側 に比 べ有意 に増加 して いた。 す なわ ち

ラ ッ トにお い ては切 歯歯根 に到 達す るイ ンプ ラ ン ト埋入 に よ り切 歯 の萌 出が抑制

され る とともに顎 骨の形 態 は変 化す る こ とが明 らか となった。 この結果 は,根 未

完 成歯 へ のイ ンプ ラン トの干渉 が歯 の萌 出 と顎発 育 に影響 を及 ぼす 可能性 を示 唆
してい る。

本論 文 に関 して審 査委員会 が平成25年12月16日 に開催 され た。 まず,申 請者 が

本 論文 の概 要 を説 明 し,次 に委 員 よ り1)研 究 の背景 と実 験条件,2)計 測項 目

設 定 の根 拠 と方 法,3)引 用 文 献 の 内容 と本 研 究 との 関連 にっ い て の質 疑 が あ

り,い ずれ も申請者 か ら的確 な回答 が得 られ た。 その後,委 員会 で の指 摘 にそ っ

て1)緒 言,考 察 の修 正,2)図 表 の一部修 正,3)文 献 の一部 修正 が な され,

後 日,適 切 に加筆修 正 され た ことを各委 員 が再度確認 した。 また,委 員 会 は語 学

試験 と して英 文和訳 を実施 した結 果,申 請者 は十 分な英語読 解 力 を有 して い る と

判定 され た。

本研 究 は歯 科医 学の発展 に寄 与す る もの と考 え られ,申 請者 は学位授 与 に値 す

ると判 定 した。


